
金
海
古
明
剛
志
径
十
三

し
‘
モ
の
邸
地
と
成
り
に
し
後
は
町
名
に
呼
ぶ
と
と
h

な
れ
り
。

O
抽脚
本
自
由
来
歴

三
登
記
に
云
ふ
。
元
和
二
年
の
頃
淵
奥
布
街
門
と
云
ふ
者
.
石
川

河
北
雨
郡
裁
許
被
ι一
仰
付
一
日
間
代
{
目
等
も
共
の
下
旬
に
随
ふ
。
才
川
大

橋
よ
り
坂
の
上
品
に
て
所
々
小
松
あ
る
を
町
地
と
左
し
.
町
中
K
挟

ま
れ
る
鰍
寺
院
を
糸
町
珂
へ
移
し
‘
下
口
惣
緋
の
内
の
寺
共
は
滋
野
川

山
の
際
へ
移
し
、
才
川
が
け
の
上
野
陀
紡
木
川
梨
林
・
ぶ
と
う
棚
.

山
の
か
た
は
し
に
い
ち
ど
局
主
付
け
さ
せ
ら
れ
、
野
間
道
+
相
手
の

野
阪
に
品
川
木
数
十
本
植
ゑ
さ
せ
ら
れ
、
三
ヴ問
屋
の
在
所
に
土
訟
を
立

て
.
木
の
従
を
取
入
れ
云
々
。
背
中
棋
見
閉
山
却
に
は
、
元
利
二
年
金
部

中
吋
一
点
立
替
り
、
問
中
陀
有
ν
之
寺
崎
を
ば
・紙
野
並
陀
描
出
野
川
山
際
へ

集
め
ら
れ
、
野
聞
道
に
並
松
を
純
ゑ
渡
し
‘
道
並
陀
馬
場
主
付
け
ら

れ
、
此
の
溢
K
批
判
木
島
・
架
木
林
掛
川
萄
棚
・
磁
金
子
畑
・泊
木
等
を
紘

ゑ
し
め
ら
れ
.
官
臨
陀
直
道
主
付
け
た
り
。
右
の
事
北
ハ
今
校
内
記
下

知
を
以
て
‘
山
川
興
右
術
門
町
L
E奉
行
す
と
あ
り
。
浅
野
茂
枝
問
〈
.

利
常
卿
は
都
て
築
物
を
甚
だ
数
寄
好
ま
せ
給
ふ
に
よ
り
.
来
物
を
指

上
げ
L

る
に
依
っ
て
賜
へ
る
御
hwu
.
或
は
御
印
を
た
し
下
し
給
へ
る

献
上
目
録
共
、
澗出家
K
多
く
持
ち
僻
へ
た
り
。
共
の
御
世
宵
等
を
見
る

A 

K
柿
の
御
住
い
と
多
し
。
物
の
貨
を
殊
に
す
か
せ
ら
れ
し
事
知
ら
せ

け
り
と
。
今
按
十
る
に
、
紡
の
御
往
左
の
如
し
。

石
川
郡
四
十
瓜
村
全
性
寺
所
誠

四
十
路
道
場
よ
り
紡
・
梨
一
一
折
‘
税
靖
之
よ
し
心
得
候
て
可
v
申
候
。

組
言
。

丸
月
廿
四
日

平日

光
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v 、のき ら EE1Z実あ て 上巾柿
宅小中召合 れひ らや粉に の 毒

桧 陀 上 偏して承宇うにままる 皮 る 、 陀
遣もり寺と 防り。11:仕し 。扮iノj 多 印
文此 j司前と り 、Jじとり上念f つ 松E島主 iν 
に ののの知け人心 、 げ る 。
紋材:1，車御ら り k ゆ f好却 米 l ~キか寄 平
せ木木知lれ。互主砕 E るま申と に次
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柿百 党五党廿迄
寸ー

人H 彼誼宅F取 締B下之旨民
柿木淡JJ 十木淡紡

巴来申.. 

上 に

湯平江 。 イ寸、永成宮市i松小永奥山寺
原岡ギF

合 FHJ12問見E目平幡原野崎凶発
八志左

l候It。大有越 右 右左ヱf殿3苛ヨ7f長潟
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接殿間後議殿 g殴 京京 門 狭
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同
郡
松
任
本
相
官
寺
川
誠

大
和
締
一
筒
到
来
‘
岬崎
ν
憐
事
候

Hι
。

九
月
十
六
日

肥

前

利

常

4'11 

金
部
古
政
志
巻
十

地
生
八
幡
上
悶
氏
所
蹴

越
中
地
生
一
柳
主
新
陪
之
札
並
紡
一
飽
持
参
、
恰
慌
之
旨
可
a
巾
附
-
候

世L。

九
月
十
七
日

~n 

金
滞
質
的
寺
所
誠

骨
同

a

郎
城
見
廻
-
新
閉
山
之
御
札
並
柿
一
純
持
会
、

4

木・

品
川
悦
之
事
候
。
政
官
。

八
月
十
七
日

~n 

湯
溌
祇
昨
州
所
出
陣

大
和
初
一
折
到
来
、
令
ν
悦
候
ド
乙
。




